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企画展紹介

I am flower project

HEART MARK ♥ VIEWING Koi 鯉アートのぼり

2
0
1
1
年
3
月
11
日
。

あ
の
日
か
ら
い
く
つ
も
の

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
福
島
で
生
ま
れ
た
。

人
と
人
。

場
と
場
。

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
つ
な
ぐ
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

こ
れ
ま
で
と

み
な
さ
ん
と
つ
く
る

こ
れ
か
ら
。

　

２
０
１
１
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
多
大
な
被
害
を
受
け
た
東
北
の
被
災
地
で
は
、
被
災

直
後
か
ら
文
化
芸
術
に
よ
る
支
援
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
福
島
県
で
も
避
難
所
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
仮

設
住
宅
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
伝
統
芸
能
の
支
援
、
地
域
産
業
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
ス
タ
イ
ル
の
支
援
が
あ
り
ま
し
た
。
被
災
者
・
被
災
地
と
支
援
者
・
全
国
の
親
密
な
交
流
は
復
興

に
向
か
う
福
島
の
大
き
な
支
え
で
し
た
。

　

本
展
で
は
、
震
災
直
後
か
ら
活
動
を
開
始
し
、
現
在
ま
で
変
容
を
重
ね
な
が
ら
継
続
、
発
展
し
て
い
る

７
つ
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
震
災
か
ら
９
年
目
の
福
島
で
、
あ
ら
た
め
て
震
災
の

中
で
生
ま
れ
た
文
化
芸
術
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
捉
え
、
２
０
１
１
年
以
降
の
交
流
を
未
来
に
届
け
る
場
と

し
ま
す
。



会　　期：4月27日（土）～6月9日（日）
　　　　　休館日：5/7（火）、5/13（月）、5/20（月）、5/27（月）、6/3（月）
会　　場：福島県立博物館企画展示室・エントランスホール
観覧時間：9：30～17：00（入館は16：30まで）

観覧料：大人・大学生 500円
　　　　（20名以上の団体：400円）、
　　　　高校生以下 無料
主　催：福島県立博物館

3 季刊博物館だより 132

企画展紹介

光の鳥プロジェクト

流転

Daylily art Circus

プロジェクトFUKUSHIMA!

会
期
中
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
主
宰
し
て
き
た
作
家
た
ち
を
招
い
て
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
、
み
な

さ
ん
に
作
品
制
作
に
参
加
い
た
だ
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
手
で
、
き

ず
な
を
未
来
に
つ
な
げ
て
く
だ
さ
い
。詳
細
は
８
ｐ
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

イ 

ベ 

ン 

ト

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
F
U
K
U
S
H
I
M
A
！
（
大
友
良
英
、
山
岸
清
之
進 

a
n
d 

m
o
r
e
）

福
島
市
出
身
の
音
楽
家
・
大
友
良
英
ら
が
立
ち
上
げ
、
各
地
か
ら
集
め
た
布
地
を
縫
い
合
わ
せ

た
「
大
風
呂
敷
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
を
展
開
。
2
0
1
5
年
か
ら
は
福
島
市
出
身
の
山
岸
清

之
進
が
代
表
と
な
り
あ
ら
た
な
展
開
を
み
せ
て
い
ま
す
。

D
aylily art Circus,　

北
屋
形
神
楽
再
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
他

（
開
発
好
明
、
磯
崎
道
佳
、
木
村
崇
人
、
高
橋
士
郎
、
滝
沢
達
史
、
タ
ム
ラ
サ
ト
ル
、
仲
田
智
、

野
田
裕
示
、
吉
澤
美
香
、
北
屋
形
神
楽
保
存
会
）

震
災
直
後
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
現
代
美
術
家
・
開
発
好
明
が
中
心
と
な
り
福
島
で
実
施
さ

れ
た
多
彩
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

I am
 flow

er project

（
原
案
：
片
桐
功
敦
、
企
画
・
運
営
：
西
会
津
国
際
芸
術
村
）

大
阪
府
堺
市
在
住
の
華
道
家
・
片
桐
功
敦
が
福
島
県
内
各
地
で
開
催
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
草

木
を
ま
と
う
」。
地
域
の
草
花
に
親
し
む
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
自
然
へ
の
敬
意
を
深
め
参
加

者
間
の
交
流
を
生
み
ま
し
た
。

光
の
鳥
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
＋
ミ
ズ
ア
オ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
吉
田
重
信
）

現
代
美
術
家
・
吉
田
重
信
の
「
光
の
鳥
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
被
災
地
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
国

内
外
に
発
信
。
津
波
被
災
地
で
再
生
し
た
植
物
・
ミ
ズ
ア
オ
イ
を
通
し
て
交
流
す
る
「
ミ
ズ
ア

オ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
も
福
島
と
各
地
を
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

流
転
（
中
筋
純
）

写
真
家
・
中
筋
純
が
撮
影
し
た
福
島
県
大
熊
町
、
浪
江
町
な
ど
の
写
真
や
福
島
県
出
身
者
の
震
災

後
の
福
島
へ
の
想
い
を
の
せ
た
表
現
な
ど
が
融
合
し
た
巡
回
型
の
展
覧
会
。

K
o
i 

鯉 

ア
ー
ト
の
ぼ
り
（
渡
邊
晃
一
、
福
島
大
学
芸
術
に
よ
る
地
域
創
造
研
究
所
）

福
島
大
学
教
授
で
現
代
美
術
家
の
渡
邊
晃
一
主
宰
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
福
島
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
、
福
島
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
こ
め
た
鯉
の
ぼ
り
を
集
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
展

示
。
国
内
外
か
ら
の
多
数
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

H
EART M

ARK♥
VIEW

IN
G （

日
比
野
克
彦
）

東
京
藝
術
大
学
教
授
で
現
代
美
術
家
の
日
比
野
克
彦
主
宰
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
全
国
か

ら
集
め
た
ハ
ー
ト
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
の
展
示
や
集
め
た
生
地
を
つ
か
っ
た

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
制
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。



富岡町災害対策本部跡の再現
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イベントレポート

会
期
：
2
月
16
日（
土
）～
4
月
11
日（
木
）

主
催
：
福
島
県
立
博
物
館

　

震
災
遺
産
は
東
日
本
大
震
災
を「
歴
史
」と
し
て
位
置
づ
け
、
震
災
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
モ
ノ

や
震
災
を
示
す
バ
シ
ョ
の
収
集
・
保
全
を
続
け
て
い
ま
す
。
２
０
１
４
年
か
ら
続
い
て
い
る
今
回
の

公
開
も
5
回
目
と
な
り
ま
し
た
。今
回
の
展
示
で
は
、「
地
震
と
破
壊
」「
混
乱
と
避
難
」「
震
災
と
時
間
」

の
３
章
か
ら
な
る
展
示
構
成
と
し
ま
し
た
。

地
震
と
破
壊

　

津
波
は
浜
通
り
の
各
地
に
大
き
な
被
害
を

与
え
、
地
層
に
そ
の
跡
を
残
し
モ
ノ
を
破
壊

し
尽
し
ま
し
た
。
津
波
に
よ
り
破
壊
さ
れ
た

モ
ノ
、
地
層
に
残
さ
れ
た
記
録
を
展
示
し
自

然
災
害
の
威
力
を
伝
え
ま
し
た
。

混
乱
と
避
難

　

災
害
発
生
直
後
の
様
子
か
ら「
避
難
」を
題

材
と
し
て
紹
介
し
ま
し
た
。
災
害
対
策
本
部

の
資
料
か
ら
は
、
被
害
状
況
の
確
認
か
ら
、

避
難
者
の
把
握
、
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ

り
バ
ス
を
手
配
し
て
避
難
を
進
め
る
様
子
な

ど
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
一

時
避
難
所
や
大
規
模
で
長
期
化
し
た
避
難
所

の
こ
と
、
県
外
避
難
所
の
資
料
も
展
示
し
、

東
日
本
大
震
災
を「
避
難
」を
通
じ
て
浮
き
彫

り
に
し
ま
し
た
。

震
災
と
時
間

　

新
た
に
お
預
か
り
し
た
写
真
か
ら
は
、
定

点
観
測
し
た
こ
と
で
時
間
の
経
過
を
見
る
こ

と
が
で
き
、
博
物
館
が
保
全
し
て
き
た
モ
ノ

特
集
展

震
災
遺
産
を
考
え
る

イ ベ ン ト
レ ポ ー ト

を
展
示
し
た
こ
と
で
、
止
ま
っ
て
い
る
時
間
と
の
対
比
を
試
み
ま
し
た
。

子
ど
も
向
け
の
取
組

　

震
災
後
に
生
ま
れ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
館
蔵
資
料
と
併
せ
て
紹
介
し
、
紙
芝
居
な
ど
お
子
さ
ん
も

親
し
み
を
持
て
る
展
示
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
し
ま
し
た
。

　

開
幕
日
に
は
防
災
講
座「
楽
し
い
そ
な
え
」を
開
催
し
ま
し
た
。
親
子
連
れ
、
お
孫
さ
ん
と
簡
単
な

工
作
を
通
じ
て
い
ざ
と
い
う
と
き
の
備
え
を
考
え
ま
し
た
。
子
ど
も
会
行
事
や
、
学
校
で
の
避
難
訓

練
に
あ
わ
せ
て
も
実
施
可
能
な
備
え
で
す
。

震
災
遺
産
の
活
用

　

会
津
大
学
と
の
連
携
で
進
め
ら
れ
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ー
の
展
示
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

後
の
博
物
館
展
示
を
意
識
し
、
館
内
で
W
E
B
を
通
じ
た
閲
覧
ソ
フ
ト
の
使
用
も
試
験
的
に
行
い
ま

し
た
。

　

特
集
展「
震
災
遺
産
を
考
え
る
」で
は
、
時
を
止
め
た
資
料
た
ち
が
あ
の
日
、
あ
の
時
の
こ
と
を
問

い
か
け
て
い
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
、
こ
の
８
年
間
を
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

�

（
震
災
遺
産
担
当
：
筑
波
匡
介
）

館長講座 中越大震災が遺したもの

展示解説会の様子 1

雨がっぱと新聞紙スリッパ作り

県外避難に関する資料

展示解説会の様子 2

防災講座  楽しいそなえ
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部門展示室リニューアル紹介

会　

場
：
常
設
展
部
門
展
示
室 

民
俗

観
覧
料
：
常
設
展
料
金

　

部
門
展
示
室（
民
俗
）は
、
４
月
２
日
よ
り
新
た
な
展
示

に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は「
ふ
く
し
ま
の
子

供
の
世
界
」と
題
し
て
、
安
産
祈
願
や
子
供
が
成
長
す
る

ま
で
の
儀
礼
、
伝
承
さ
れ
て
き
た
遊
び
、
子
供
の
活
躍
す

る
祭
礼
や
芸
能
な
ど
を
ご
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
新
し
い

展
示
で
は
、会
津
地
方
の
民
俗
文
化
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、

地
域
に
特
有
の
文
化
を
掘
り
下
げ
て
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

　

深
い
山
々
に
囲
ま
れ
、
冬
は
雪
に
閉
ざ
さ
れ
る
会
津
に

は
、
地
域
性
の
豊
か
な
文
化
が
育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
今

回
は「
会
津
の
冬
と
暮
ら
し
」「
植
物
と
手
仕
事
の
文
化
」

「
雪
国
の
祈
り
と
祭
り
」の
３
つ
の
コ
ー
ナ
ー
に
分
け
て
、

会
津
の
人
々
が
営
ん
で
き
た
暮
ら
し
の
な
か
の
ハ
レ
と
ケ

（
非
日
常
と
日
常
）を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

例
え
ば
雪
と
と
も
に
生
き
る
会
津
に
は
、
ゲ
ン
ベ
イ
や

フ
カ
グ
ツ
、
カ
ン
ゼ
ン
ブ
シ
な
ど
と
い
っ
た
履
物
や
外
套

類
、
コ
ウ
シ
キ
と
呼
ば
れ
る
ヘ
ラ
や
雪
挽
き
鋸
な
ど
の
除

雪
道
具
、
雪
踏
み
俵
や
ツ
ル
カ
ン
ジ
キ
な
ど
の
新
雪
を
踏

み
固
め
て
道
を
作
る
道
具
な
ど
、
特
徴
あ
る
民
具
が
伝
え

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
ヒ
ロ
ロ
や
山
ぶ
ど
う
、
マ
タ
タ

ビ
な
ど
の
植
物
を
利
用
し
た
編
み
組
み
細
工
の
技
、
サ
ワ

グ
ル
ミ
な
ど
の
樹
木
の
皮
を
利
用
し
て
作
ら
れ
る
箕
な
ど

の
樹
皮
製
用
具
の
利
用
は
、
竹
の
自
生
し
に
く
い
自
然
環

境
が
生
ん
だ
生
活
文
化
と
い
え
ま
す
。
さ
ら
に
小
正
月
の

火
祭
り
で
あ
る
サ
イ
ノ
カ
ミ
や
正
月
か
ら
小
正
月
に
か
け

て
各
地
で
行
わ
れ
る
初
市
は
、
特
徴
あ
る
会
津
の
行
事
と

し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
春
の
彼
岸
に
行
わ
れ
る
獅
子
舞
や

雪
国
・
会
津
の
暮
ら
し
と
祈
り

部 門 展 示 室
リニューアル紹介

奥会津の外套「カンゼンブシ」

雪のなかの彼岸獅子（東神指）

ブドウカゴ サワグルミの皮箕

５
月
の
祭
礼
で
披
露
さ
れ
る
農
村
歌
舞
伎
は
、
長
い
冬
が

明
け
て
春
の
到
来
を
告
げ
る
行
事
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
道
具
や
技
術
、
行
事
な
ど
の
暮
ら
し
の
文
化
は
、

広
い
会
津
地
方
の
な
か
で
も
地
域
に
よ
り
異
な
る
特
色
が

あ
り
ま
す
。
会
津
盆
地
と
奥
会
津
と
い
っ
た
環
境
の
違
い

を
背
景
と
し
た
豊
か
な
文
化
の
地
域
性
も
、
今
回
の
展
示

で
心
が
け
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

当
館
に
は
毎
年
、
国
内
外
か
ら
会
津
を
観
光
さ
れ
る
多

く
の
方
々
が
来
館
さ
れ
ま
す
が
、
会
津
の
地
域
文
化
を
ま

と
め
て
ご
紹
介
す
る
展
示
コ
ー
ナ
ー
は
こ
れ
ま
で
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
新
た
な
展
示
で
は
、
会
津
木
綿
や
編
み
組

み
細
工
、
初
市
や
彼
岸
獅
子
な
ど
、
会
津
を
訪
れ
る
多
く

の
方
々
が
見
た
り
触
れ
た
り
、
あ
る
い
は
お
土
産
と
し
て

買
い
求
め
る
会
津
の
観
光
資
源
を
、
地
域
の
歴
史
や
文
化

と
し
て
の
視
点
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
会
津
に
生
ま

れ
育
っ
た
方
々
に
は
、
昔
懐
か
し
い
モ
ノ
か
ら
現
代
に
伝

わ
る
文
化
ま
で
を
思
い
起
こ
し
な
が
ら
、
語
り
合
い
の
で

き
る
展
示
室
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
生
ま
れ
変
わ
っ
た
新

た
な
展
示
を
通
し
て
、
現
代
の
暮
ら
し
に
つ
な
が
る
奥
深

い
会
津
の
歴
史
を
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

�

（
民
俗
分
野
：
内
山
大
介
）

初市の縁起物「起き上がり小法師」 起き上がり小法師
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ポイント展紹介

　

天
皇
陛
下
の
譲
位
に
伴
い
、
今
年
の
５
月
１

日
に
元
号
の
改
元
が
行
わ
れ
ま
す
。
改
元
に
先

ん
じ
て
４
月
１
日
に
は
新
元
号
が
公
表
さ
れ
る

こ
と
が
決
定
し
て
お
り
、
生
前
譲
位
と
あ
わ
せ

て
昨
年
か
ら
大
き
な
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

皇
位
継
承
と
改
元
を
同
時
に
行
う
こ
と
を
定

め
た
の
は
、
明
治
時
代
の
こ
と
で
す
。
ポ
イ
ン

ト
展
で
は
、
明
治
改
元
と
一
世
一
元
を
定
め
る

詔
が
写
さ
れ
た「
公
用
簿
籍
」を
展
示
し
ま
す
。

こ
の
資
料
は
若
松
城
開
城
後
の
町
政
を
担
っ

た
、
検
断（
町
役
人
）が
写
し
た
も
の
で
す
。

　

一
世
一
元
が
定
め
ら
れ
る
前
は
、
災
異
も
改

元
の
理
由
に
な
り
ま
し
た
。
幕
末
の
天
皇
と
し

て
知
ら
れ
る
孝
明
天
皇
の
在
位
に
は
、
６
回
改

元
し
て
い
ま
す
。
展
示
す
る「
土
津
神
社
告
文
」

は
、
万
延
に
改
元
と
な
っ
た
こ
と
を
会
津
藩
が

土
津
様（
藩
祖
保
科
正
之
）に
報
告
し
た
も
の
で

す
。
改
元
前
の
安
政
は
、
通
商
を
要
求
す
る
外

国
と
の
条
約
締
結
、
京
都
御
所
・
江
戸
城
本
丸

の
火
災
、桜
田
門
外
の
変
等
の
事
件
が
多
発
し
、

孝
明
天
皇
を
悩
ま
せ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
災

異
が
改
元
の
背
景
に
あ
っ
た
の
で
す
。
新
元
号

へ
の
改
元
を
控
え
た
今
、
あ
ら
た
め
て
昔
の
改

元
を
振
り
返
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

�

（
歴
史
分
野
：
平
成
と
同
年
の
栗
原
祐
斗
）

　

約
５
億
年
前
か
ら
３
億
年
の
間
、
世
界
中
の
海
で

生
息
し
て
い
た
三
葉
虫
。

　

中
学
校
の
教
科
書
に
も
古
生
代
の
示
準
化
石（
時

代
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
化
石
）と
し
て
掲
載

さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
見
た
り
聞
い

た
り
し
た
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

三
葉
虫
は
、
体
が
３
つ
の
領
域
に
わ
か
れ
て
い
ま

す
。
中
央
の
領
域
を
中
葉
、
中
葉
か
ら
左
右
に
飛
び

出
た
ひ
さ
し
の
よ
う
な
領
域
を
側
葉
と
よ
び
、
中
葉

と
左
右
の
側
葉
で
形
づ
く
ら
れ
て
い
る
た
め
三
葉
虫

と
い
い
ま
す
。

　

種
類
数
は
、
一
説
に
は
お
よ
そ
２
万
種
に
の
ぼ
り

ま
す
。
そ
ん
な
三
葉
虫
は
、
時
に
奇
抜
で
、
時
に
お

も
し
ろ
く
、
時
に
か
わ
い
ら
し
い
姿
を
私
た
ち
に
見

せ
て
く
れ
ま
す
。
成
体
の
大
き
さ
が
5
㎜
以
下
の
小

さ
い
も
の
や
80
㎝
の
巨
大
な
も
の
も
い
ま
し
た
。
突

起
が
出
て
い
た
り
、
目
が
と
び
で
て
い
た
り
、
と
げ

が
生
え
て
い
た
り
す
る
も
の
も
い
ま
し
た
。

　

福
島
県
内
で
も
地
元
の
方
々
に
よ
っ
て
多
く
の
三

葉
虫
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
中
に
は
新
種
と
し
て
報

告
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
当
館
所
蔵
の
三
葉
虫

化
石
の
展
示
を
通
し
て
、
三
葉
虫
の
奇
妙
で
不
思
議

な
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
（
自
然
分
野
：
弦
巻
優
太
）

会　

期
：
４
月
27
日（
土
）～
６
月
21
日（
金
）

会　

場
：
常
設
展
示
室 

展
示
ロ
ビ
ー

観
覧
料
：
常
設
展
料
金

公用簿籍（個人蔵・当館寄託）

ネオアサフス（当館蔵）

土津神社告文（土津神社蔵・当館寄託）

コネプルシア（当館蔵）

会　

期
：
4
月
6
日（
土
）～
５
月
31
日（
金
）

会　

場
：
常
設
展
総
合
展
示
室 

近
現
代

観
覧
料
：
常
設
展
料
金

元
号
改
元
の
今
と
昔

三
葉
虫
の
不
思
議

ポイント展
紹　介

ポイント展
紹　介
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イベント紹介・企画展予告

　
「
仏
都
会
津
」と
称
さ
れ
る
会
津
の
仏
教
文
化
は
、
平
安
時
代
初
期
に
奈
良
の
興
福
寺
よ
り
会
津
を

訪
れ
た
僧
・
徳
一
が
も
た
ら
し
た
信
仰
・
文
物
を
も
と
に
花
開
き
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
徳
一
が
結
ん
だ
縁
を
も
と
に
、
東
日
本
大
震
災
へ
の
祈
り
と
し
て
興
福
寺
よ
り
ご
高

配
を
い
た
だ
き
、
徳
一
が
生
き
た
時
代
の
仏
像
を
は
じ
め
、
国
宝
3
件
、
重
要
文
化
財
8
件
を
含
む

興
福
寺
の
寺
宝
の
数
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
徳
一
を
開
祖
と
す
る
慧
日
寺
伝
来
の
品
々

な
ど
、
徳
一
ゆ
か
り
の
寺
院
の
寺
宝
と
会
津
の
仏
教
美
術
を
ご
紹
介
し
、
徳
一
が
開
い
た
道
を
た
ど

り
ま
す
。

　

興
福
寺
は
度
重
な
る
戦
乱
・
災
害
の
難
を
受
け
な
が
ら
も
復
興
を
な
し
と
げ
、
各
時
代
の
新
た
な

文
化
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
そ
の
文
化
の
力
に
福
島
が
学
ぶ
こ
と
は
多
い
は
ず
で
す
。
様
々
な
困
難

を
乗
り
こ
え
て
守
り
伝
え
ら
れ
、
祈
り
が
託
さ
れ
て
き
た
仏
教
美
術
。
そ
の
信
仰
と
魅
力
に
ぜ
ひ
触

れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
美
術
分
野
：
塚
本
麻
衣
子
）

四天王立像 広目天　興福寺蔵（東金堂所在）
国宝　©飛鳥園

会
期
：
7
月
6
日（
土
）～
8
月
18
日（
日
）

会
場
：
企
画
展
示
室
・
部
門
展
示
室 

歴
史
美
術

主
催
：
興
福
寺
と
会
津
展
実
行
委
員
会

2
0
1
9
年
度
館
長
講
座

風
土
の
旅
学

－

東
北
編

イベント
紹　介

　

昨
年
度
の
館
長
講
座
は
、「
東
北
の
文
学
者
た
ち
」を

テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
し
た
。
吉
野
せ
い
を
は
じ
め
と
す
る

東
北
に
ゆ
か
り
あ
る
文
学
者
10
人
に
つ
い
て
、
東
北
と
い

う
風
土
が
も
た
ら
し
た
影
響
を
、
背
景
や
作
品
か
ら
ほ
り

さ
げ
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
館
長
講
座
は「
風
土
の
旅
学

－

東
北
編
」を

テ
ー
マ
に
、
全
10
回
行
う
予
定
で
す
。
僧
侶
・
俳
人
・
旅

行
家
・
登
山
家
・
学
者
・
芸
術
家
・
小
説
家
・
漫
画
家
な

ど
、
近
世
か
ら
現
代
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
に
お

い
て
第
一
線
で
活
躍
し
た
人
々
の
紀
行
文
を
取
り
上
げ
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
軸
足
か
ら
見
え
る
東
北
の
風
景
は
、
彼

ら
の
目
に
ど
の
よ
う
に
映
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ぜ
ひ
、

お
越
し
下
さ
い
。

　

な
お
、
昨
年
度
ま
で
館
長
講
座
は
木
曜
日
に
開
催
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
お
も
に
金
曜
日
に
開
催
予
定

で
す
。
ご
注
意
下
さ
い
。
具
体
的
な
日
程
に
つ
い
て
は
、

８
P
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
館
長
講
座
の
ご
案
内
チ
ラ
シ
を
ご
覧
下
さ
い
。

�

（
学
習
支
援
班
：
阿
部
綾
子
）

＜取り上げる予定の人々＞
徳一、松尾芭蕉、イザベラ・バード、
河東碧梧桐、柳田国男、武田久吉、
柳宗悦、岡本太郎、司馬遼太郎、
つげ義春、島尾敏雄

７月は特別編！
第４回の７月19日（金）は、企
画展「興福寺と会津」の開催に
あわせ、玄侑宗久氏をお招き
して、徳一をテーマに開催し
ます。お楽しみに。

主催：興福寺と会津展実行委員会

福
島
復
興
祈
念
展

興
福
寺
と
会
津～

徳
一
が
つ
な
い
だ
西
と
東

企画展予告
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information

Inform
ation

特
集
展

震
災
遺
産
を
考
え
る

　
　

～
4
月
11
日（
木
）

　
　

料
金
：
無
料

■
展
示
解
説
会（
申
込
不
要
、
無
料
）

　
　

4
月
7
日（
日
）13
時
30
分
～
14
時

　
　

講
師
：
当
館
学
芸
員

企
画
展

と
り
も
ど
す
き
ず
な　

つ
な
が
る
み
ら
い

　
　

4
月
27
日（
土
）
～
6
月
9
日（
日
）

　
　

料
金
：
一
般
・
大
学
生
5
0
0
円
、
高
校
生
以
下
無
料

■
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク

「
福
島
の
開
発
好
明
」（
申
込
不
要
、
無
料
、
視
聴
覚
室
）

　
　

４
月
27
日（
土
）13
時
30
分
～
14
時
30
分

　
　

講
師
：
開
発
好
明
氏（
現
代
美
術
家
）

「
つ
な
ぐ
ア
ー
ト

−HEART M
ARK♥

VIEW
IN

G

」

（
申
込
不
要
、
無
料
、
実
習
室
）

　
　

４
月
28
日（
日
）13
時
30
分
～
14
時
30
分

　
　

講
師
：
日
比
野
克
彦
氏（
現
代
美
術
家
）

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
F
U
K
U
S
H
I
M
A
!
の

こ
れ
ま
で
・
こ
れ
か
ら
」

（
申
込
不
要
、
無
料
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
）

　
　

４
月
30
日（
火
・
祝
）13
時
30
分
～
14
時
45
分

　
　

講
師
：
大
友
良
英
氏（
音
楽
家
）

　
　
　
　
　

山
岸
清
之
進
氏（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
F
U
K
U
S
H
I
M
A
!
代
表
）

■
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「H
EART M

ARK♥
VIEW

IN
G

」
（
申
込
不
要
、
無
料
、
実
習
室
）

　
　

４
月
28
日（
日
）13
時
30
分
～
16
時
30
分

　
　

講
師
：
日
比
野
克
彦
氏（
現
代
美
術
家
）

「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
F
U
K
U
S
H
I
M
A
！
」

（
申
込
不
要
、
無
料
、
前
庭
）

　
　

４
月
30
日（
火
・
祝
）15
時
15
分
～
16
時
30
分

　
　

講
師
：
大
友
良
英
氏（
音
楽
家
）

　
　

＊
雨
天
時
は
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

　
　

＊
楽
器
か
音
の
出
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

「
光
の
鳥
を
飾
ろ
う
」（
申
込
不
要
、
無
料
、
体
験
学
習
室
前
）

　
　

5
月
３
日（
金
・
祝
）13
時
30
分
～
15
時
30
分

　
　

講
師
：
吉
田
重
信
氏（
現
代
美
術
家
）

「
福
興
ダ
ル
マ
を
つ
く
ろ
う
」（
申
込
不
要
、無
料
、体
験
学
習
室
前
）

　
　

5
月
５
日（
日
・
祝
）13
時
30
分
～
15
時
30
分

　
　

講
師
：
山
本
伸
樹
氏（
現
代
美
術
家
）

企
画
展

福
島
復
興
祈
念
展

興
福
寺
と
会
津
～
徳
一
が
つ
な
い
だ
西
と
東

プ
レ
イ
ベ
ン
ト

■
連
続
講
座（
申
込
不
要
、
無
料
、
講
堂
）

「
興
福
寺
と
会
津
～
そ
の
歴
史
と
美
術
」

　

5
月
26
日（
日
）13
時
30
分
～
15
時

　

講
師
：
ザ
イ
レ
暁
映
氏（
興
福
寺
録
事
補
）

　
　
　
　

塚
本
麻
衣
子（
当
館
学
芸
員
）

「
阿
修
羅
像
を
未
来
へ
」

　

6
月
9
日（
日
）13
時
30
分
～
15
時

　

講
師
：
今
津
節
生
氏（
奈
良
大
学
教
授
）

　
　
　
　

辻
明
俊
氏（
興
福
寺
執
事
）

い
い
た
て
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
　

部
門
展
示
室
歴
史
・
美
術

　
　

4
月
13
日（
土
）～
6
月
23
日（
日
）

う
る
わ
し
の
う
る
し
の
う
つ
わ
�

―
土
の
中
か
ら
―

　
　

部
門
展
示
室
考
古

　
　

～
5
月
19
日（
日
）

桧
枝
岐
の
歌
舞
伎
衣
装

　
　

4
月
2
日（
火
）～
5
月
15
日（
水
）

元
号
改
元
の
今
と
昔

　
　

4
月
6
日（
土
）～
5
月
31
日（
金
）

戦
国
武
将
の
花
押
と
印
判
①
―
伊
達
政
宗

　
　

4
月
20
日（
土
）～
6
月
23
日（
日
）

三
葉
虫
の
不
思
議

　
　

4
月
27
日（
土
）～
6
月
21
日（
金
）

型
を
つ
く
る
、
型
か
ら
つ
く
る

　
　

5
月
17
日（
金
）～
7
月
10
日（
水
）

会
津
の
経
塚
―
5
0
0
年
前
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

　
　

5
月
18
日（
土
）～
8
月
18
日（
日
）

松
平
容
大
夫
人
の
白
衣
観
音
図

　
　

6
月
29
日（
土
）～
8
月
30
日（
金
）

【
館
長
講
座
】

　
「
風
土
の
旅
学
―
東
北
編
」（
申
込
不
要
、
無
料
、
講
堂
）

　
　

①
4
月
19
日（
金
）13
時
30
分
～
14
時
30
分

　
　

②
5
月
17
日（
金
）13
時
30
分
～
14
時
30
分

　
　

③
6
月
21
日（
金
）13
時
30
分
～
14
時
30
分

　
　
　

講
師
：
赤
坂
憲
雄（
当
館
館
長
）

【
民
俗
講
座
】

「
部
門
展
示
室
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念
講
座
」

（
申
込
不
要
、無
料 

※
解
説
会
参
加
に
は
要
常
設
展
チ
ケ
ッ
ト
、講
堂
・
部
門
展
示
室
）

　
　

①
5
月
12
日（
日
）13
時
30
分
～
15
時

　
　

②
6
月
16
日（
日
）13
時
30
分
～
15
時

　
　
　

講
師
：
民
俗
分
野
学
芸
員

【
歴
史
講
座
】

★「
は
じ
め
て
さ
ん
の
古
文
書
講
座
」（
３
回
連
続
）

�

（
要
申
込
、
定
員
30
名
、
無
料
、
実
習
室
）

　
　

＊
第
１
回
の
１
ヶ
月
前
に
募
集
開
始

　
　

①「
近
世
編
」5
月
25
日（
土
）13
時
30
分
～
15
時

　
　
　

講
師
：
阿
部
綾
子（
当
館
学
芸
員
）

　
　

②「
近
代
編
」6
月
8
日（
土
）13
時
30
分
～
15
時

　
　
　

講
師
：
栗
原
祐
斗（
当
館
学
芸
員
）

　
　

③「
中
世
編
」6
月
23
日（
日
）13
時
30
分
～
15
時

　
　
　

講
師
：
高
橋
充（
当
館
学
芸
員
）

【
考
古
学
講
座
】

部
門
展
示
室 

考
古
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

「
よ
み
が
え
る
会
津
大
塚
山
古
墳
」開
幕
記
念
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
会
津
大
塚
山
古
墳
を
考
え
る
」（
申
込
不
要
、
無
料
、
講
堂
）

　
　

6
月
29
日（
土
）13
時
30
分
～
15
時
30
分

　
　

講
師
：
平
澤
慎
、
藤
原
妃
敏（
当
館
学
芸
員
）

【
実
技
講
座
】

★「
須
賀
川
の
絵
の
ぼ
り
・
小
旗
を
つ
く
ろ
う
」

（
要
申
込
、
定
員
15
名
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
）

　
　

5
月
4
日（
土
・
祝
）13
時
30
分
～
15
時

　
　

講
師
：
大
野
青
峯
氏
、
大
野
久
子
氏（
伝
統
技
術
保
持
者
）

【
そ
の
他
】

「
博
物
館
で
も
読
み
聞
か
せ
」（
申
込
不
要
、
無
料
、
体
験
学
習
室
）

　
　

４
月
13
日（
土
）、
5
月
11
日（
土
）、
6
月
8
日（
土
）

　
　

各
11
時
～
11
時
30
分
、
14
時
～
14
時
30
分

　
　

講
師
：
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
の
み
な
さ
ん

「
子
ど
も
ミ
ニ
ミ
ニ
博
物
館
」（
申
込
不
要
、
無
料
、
体
験
学
習
室
）

　
　

４
月
27
日（
土
）
～
５
月
６
日（
月
・
祝
）

　
　

９
時
30
分
～
16
時
30
分

「
山
ノ
内
磐
水
と
玄
如
節
」

�

（
申
込
不
要
、
無
料
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
）

　
　

6
月
15
日（
土
）13
時
30
分
～
15
時

　
　

出
演
：
玄
如
節
顕
彰
会
の
み
な
さ
ん
、
ほ
か

＊
要
申
込
の
行
事
は
基
本
的
に
開
催
日
の
1
ヶ
月
前
か
ら
募
集

を
開
始
し
ま
す（
異
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
）。
電
話
も
し
く
は
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

＊
そ
の
他
、
行
事
等
の
詳
細
に
関
し
ま
し
て
は
、
月
行
事
予
定

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

4
～
6
月
の
休
館
日

4
月
1
日（
月
）･
8
日（
月
）･
15
日（
月
）･
22
日（
月
）

5
月
7
日（
火
）･
13
日（
月
）･
20
日（
月
）･
27
日（
月
）

6
月
3
日（
月
）･
10
日（
月
）･
17
日（
月
）･
18
日（
火
）・

　
　

24
日（
月
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】福
島
県
立
博
物
館

〒965-0807 

会
津
若
松
市
城
東
町1-25

Tel 0242-28-6000

・Fax 0242-28-5986

M
ail general-m

useum
@

fcs.ed.jp

企
画
展
・
特
集
展

  

企
画
展
示
室
・
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
展

ポ
イ
ン
ト
展

講
座
・
実
演
他

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
イ
ベ
ン
ト

  
部
門
展
示
室　

常
設
展
料
金

  

総
合
・
部
門
展
示
室
・
展
示
ロ
ビ
ー　

常
設
展
料
金

  

★
は
要
申
込

  

季
刊

博
物

館
だ

よ
り

　
132号
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28日
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・
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デ
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